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１ 開会 

２ 議事【議事進行 片口委員長】 

 

【事務局より議題（1）前回の振り返りの説明】 

 

【事務局より議題（2）民間事業者への意向調査結果に関する報

告の説明】 

 

民間事業者への意向調査の中で、参画意欲についてはほとんど

の事業者が「とてもある」「ある」という回答であるが、残り1

割の回答はどのような内容であったか。 

 

本事業に対する関心はあるが、事業者として参画するには調査

が不十分であるため、現時点で参画の可能性を判断できないと

いう回答であった。事業に対する否定的な意見は見られなかっ

た。 

 

商圏等について、「商圏 20km程度」や「休日に車で 1時間以内

等」という意見が見られているが、その意見を受けての市とし

ての考えを伺いたい。 

 

民間事業者のこれまでの経験則を踏まえたおおよその基準値と

して回答されたものであるため、この結果を踏まえて今後市と

しての考えを整理する。 

 

【事務局より議題（3）「子どもの遊び場」の整備事業基本構想

（修正案）の説明】 

 

本事業の利用者ターゲットについて、市民は日常的な利用、市

外利用者は行田市の特徴を感じてもらいながら、非日常を過ご

してもらうことを目指す方向性となっている。 

 

ゾーニングの考え方、方向性はおおむね賛成である。具体的な

機能や施設の配置については、年間を通じて賑わいが創出でき

るような工夫を民間事業者との対話を重ねながら検討を進め

る。 

 

深谷市でプレオープンした「こどもふっかパーク」を視察した

が、デジタル技術を活用した遊び場が多く導入されており、子

どもたちの注目度も非常に高いように感じられた。デジタル技

術を活用した遊具の導入も検討してほしい。 

 

遊具の詳細については、今後の基本計画の策定の中で導入を検

討する。 

 

駐車場については既存施設があるが、本事業で整備する駐車場

の規模はどのように考えるか。「こどもふっかパーク」におい
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ては、文化ホールや生涯学習センター、子どもの遊び場施設が

併設されており、文化ホールの駐車場は400台程度あるが、遊び

場のオープンに伴い不足すると考えられる。深谷市の人口と比

較すると行田市は半数程度のため、既存の約300台程度規模の駐

車場でも十分と考えることもできるが、施設が整備されること

で駐車場は不足する可能性がある。施設のオープン後、駐車場

が不足して利用できない状況になってしまうと、施設の評判に

も影響する。SNS等での情報の拡散等も踏まえて計画を検討すべ

きである。 

 

駐車場の規模については、今後、基本計画の中で検討する導入

機能や施設規模を踏まえて検討する。検討の際は、施設の評判

への影響等にも留意する。 

 

【事務局より議題（4）今後の進め方の説明】 

 

３ 閉会 

 


